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レポートボックス １ー３　応用線形代数
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の固有値を全て求めよ．また固有値が−1に対応する固有ベクトル

も求めよ．

2. 実数 p ≥ 1とn次実対称行列Qが与えられた時，そのSchatten pノルムを ∥Q∥ =

(
n∑

i=1

|λi|p
)1/p

と定義する．ただし，λi (i = 1, 2, . . . , n)はQの固有値である．

(a) ∥Q∥ = 0であれば，Q = Oを示せ．

(b) α ∈ Rに対して，∥αQ∥ = |α|∥Q∥になることを示せ．

(c) ∥Q∥spec = max
i=1,2,...,n

|λi|と定義する．∥Q∥ ≤ n1/p∥Q∥specであることを示せ．

3. A = (aij)を n次実対称行列，そしてその固有値を λ1, λ2, . . . , λnとする．

n∑
i=1

λ2
i =

n∑
i,j=1

a2ij

が成り立つことを示せ．
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